
化学科研究室ツアー
最大10名（先着順）のグループになって、30分で
2研究室を巡ります。

2023年8月8日(火)

10:00～10:30
10:30～11:00

A～Dのツアーは2回ずつ開催（内容は同じです）

11:00～11:30
11:30～12:00

A

B

有機生物化学研究室

研究室のHP: 
http://www.chem.sci.osaka-u.ac.jp/lab/kajihara/

【おもな研究内容】
体内のタンパク質の多くは、糖鎖が結合した糖タンパク質
として機能を発現しています。生体分子として重要なこの
糖鎖の機能をより詳細に解明するために、私たちは有機化
学を利用して研究を進めています。

G204

教員：梶原 康宏 (教授), 岡本 亮 (講師), 真木 勇太 (助教)

物性物理化学研究室

研究室のHP: 
http://www.chem.sci.osaka-u.ac.jp/lab/nakazawa/

【おもな研究内容】
分子が集まってできた化合物中でおこる超伝導や磁石の性
質を、熱容量、熱伝導、磁気測定、電気伝導率測定を用い
て研究しています。試料合成のほかに、主に液体窒素や液
体ヘリウムなどを用いた低温での実験と15万ガウスまでの
強磁場を用いた実験をしています。

G119

教員：中澤 康浩 (教授), 圷 広樹 (准教授), 山下 智史 (助教)

量子化学研究室

研究室のHP: 
http://www.chem.sci.osaka-u.ac.jp/lab/guchi/

【おもな研究内容】
計算機を使い、触媒反応のシミュレーションを行なったり、
機能性分子材料の設計・解析を行なっています。またその
ために分子の動きや分子の電子構造を探るための理論を
開発しています。

G417

教員：奥村 光隆 (教授), 山中 秀介 (准教授), 川上 貴資 (助教)

構造有機化学研究室

研究室のHP: 
http://www.chem.sci.osaka-u.ac.jp/lab/kubo/

【おもな研究内容】
新しい構造をもつπ共役系有機化合物を設計・合成し、そ
れらの化学構造と物性・機能・反応の関係を調べる研究を
展開しています。

G515

教員：久保孝史 (教授), 西内 智彦(助教), 谷 洋介(助教)

Ar air

http://www.chem.sci.osaka-u.ac.jp/lab/kajihara/
http://www.chem.sci.osaka-u.ac.jp/lab/nakazawa/
http://www.chem.sci.osaka-u.ac.jp/lab/guchi/
http://www.chem.sci.osaka-u.ac.jp/lab/kubo/


13:00～13:30
13:30～14:00

14:00～14:30
14:30～15:00

教員：鬼塚 清孝 (教授), 岡村 高明 (准教授), 神林 直哉 (助教)

高分子反応化学研究室

研究室のHP: 
http://www.chem.sci.osaka-u.ac.jp/lab/onitsuka/

C

D

化学科案内（G棟１階玄関）で受付して下さい（先着順）

【おもな研究内容】
金属元素の特性を活用した新しい機能性高分子の合成と天
然の高分子錯体である金属酵素の高度な機能や特異な反応
性の発現機構の解明について幅広い研究を行っています。
空気や水に不安定な化合物も合成しています。

c440

高分子精密科学研究室

研究室のHP: 
http://www.chem.sci.osaka-u.ac.jp/lab/hashidzume/

【おもな研究内容】
高分子は生命活動を担う重要な化合物です。また、私たち
の生活を豊かなものにしています。高分子の本質を深く理
解するために、私たちは精密高分子を合成し、その特性に
ついて研究しています。

G718

教員：橋爪 章仁 (教授), 中畑 雅樹 (助教)

生物物理化学研究室

研究室のHP: 
http://www.chem.sci.osaka-u.ac.jp/lab/mizutani/index-jp.html

【おもな研究内容】
レーザーを用いた観測法によって、ピコ秒（1兆分の1秒）
の時間刻みでタンパク質の構造変化を観測し、その働く仕
組みについて研究しています。

B111

教員：水谷 泰久 (教授), 石川 春人 (講師)

熱・エントロピー科学研究センター

研究室のHP: 
http://www.chem.sci.osaka-u.ac.jp/lab/micro/

【おもな研究内容】
生物はみなヒーターだって知っていますか？あなたも70 W
くらい発熱しています。たとえば受精卵１個の発生過程の
発熱モニターをしています。また。極低温で熱容量を測定
して、分子集団の乱れ（エントロピー）を調べています。

1F玄関

教員：中野 元裕 (教授), 宮﨑 裕司 (准教授), 髙城 大輔 (助教) 

アフリカツメガエル１個体の発熱の様子
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